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初
の
遠
賀
郡
合
同
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

去
る
一
月
十
三
日
寒
空
の
も
と
水
巻

阿
南
中
学
校
庭
に
お
い
て
、
多
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
郡
内
四
ケ
町
の
消
防
出
初

式
が
四
ケ
町
約
四
〇
〇
名
の
聞
J
l
と
購

消
防
署
貝
が
参
加
し
て
、
郡
内
外
か
ら

の
来
賓
と
見
物
者
多
数
が
見
ま
も
る
中

で
自
衛
隊
蕎
楽
隊
を
先
頭
に
堂
々
の
入

場
行
進
に
始
ま
り
、
消
防
薯
の
0
0
メ
ー

ト
ル
ハ
シ
ゴ
坤
の
放
水
操
法
な
ど
が
あ

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郡
民
の
多
く
に
災
薯
に
対

す
る
安
心
感
と
信
頼
感
を
強
く
与
え
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
式
典
に
お
い
て
栄
あ
る
潤
肪
庁
農

高
を
初
め
各
団
体
の
虚
の
表
彰
が
あ

り
、
当
町
郎
只
も
多
数
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
が
、
永
年
勤
続
2
0
笹
以
上
の
破

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
福
間
県
知
事
姿
形
（
永
年
勤
続
）

班
　
良
　
子
通
　
信
蛾

2
縮
刷
県
消
防
脇
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
）

団
∴
良
－
∴
石
松
　
俊
彰
（
2
3
年
）

分
梱
長
　
　
松
本
∴
偽
善
（
2
3
年
）

削
分
団
長
　
今
田
∴
藤
弘
（
2
3
年
）

班
　
長
∴
∴
原
画
郁
二
郎
（
2
3
年
）

ケ
∴
∴
∴
－
了
迫
　
信
雄
（
2
0
年
）

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
脚
は
二
月

上
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
両
件
と
納
税

を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
「
何
日
何
時
ご
ろ
」
お

い
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ご
案
内
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
宿
は
、
「
自
分
の
所

得
は
自
分
で
近
し
く
証
跡
し
団
脅
す

る
」
と
い
う
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
に

そ
っ
て
税
務
署
か
ら
日
時
を
摘
超
し
た

ご
案
内
は
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
由
佳
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な
ら

な
い
か
た
は
税
務
署
、
役
場
ま
た
は
税

務
相
談
所
（
遠
賀
町
筋
上
会
）
を
こ
利

用
下
さ
い
。

な
お
、
ど
う
し
て
も
相
談
し
て
申
告

し
た
い
か
た
は
三
月
四
日
か
ら
三
月
六

日
の
三
日
間
遠
賀
町
公
民
館
（
9
時
か

ら
1
6
時
5
0
分
ま
で
）
に
係
員
が
派
述
さ

れ
ま
す
の
で
こ
利
用
ド
さ
い
。

◎
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
、
項
薬
所
得
や
不
動
麗
所
得
な
ど
が

あ
る
人
の
場
合

0
、
一
般
の
人
の
場
合

四
十
八
年
巾
の
各
謡
の
所
純
金
鰍

の
合
計
額
か
ら
、
配
偶
者
整
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
、
そ
の
他
の
所

得
控
除
を
差
引
き
、
そ
の
金
額
を
進

と
し
て
筑
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除

額
よ
り
も
多
い
人

二
、
給
与
所
得
が
あ
る
人
の
勘
合

0
、
四
十
八
年
の
給
弓
の
収
入
金
紙

が
五
〇
〇
万
円
を
こ
え
る
入

日
、
給
与
を
一
ヶ
所
か
ら
受
け
て
い

ろ
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
請
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

一
〇
万
円
を
こ
え
る
人

目
、
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
た
給

与
以
外
の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
部
の
所

得
金
紙
と
の
合
計
額
が
一
〇
方
円
を

こ
え
ろ
大

田
、
家
項
使
用
人
や
外
国
の
在
日
公

館
に
勤
務
す
る
人
な
ど
で
、
給
与
の

支
払
を
受
け
る
際
に
所
得
税
を
源
泉

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る

大田
、
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族

な
ど
で
、
そ
の
法
人
か
り
給
与
の
ほ

か
に
、
貸
付
金
の
利
子
、
帰
納
、
工

場
な
ど
の
賃
貸
料
、
機
械
、
器
具
の

使
用
料
な
ど
の
支
払
を
受
け
て
い
る

入関
、
災
害
を
受
け
た
人
で
、
四
十
八

年
の
給
与
に
つ
い
て
災
増
減
如
法
に

よ
り
源
泉
徴
収
説
観
の
徴
収
猶
予
や

還
付
を
受
け
た
人

、
資
離
所
得
の
合
算
課
税
を
受
け
る

人
の
拗
合

間
の
一
、
一
、
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

人
で
も
、
資
産
所
得
に
つ
い
て
金
筋

課
税
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

囲
、
退
職
新
約
が
あ
る
人
の
場
合

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
道
雄
は
申

告
す
る
必
淡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
退

職
金
の
支
払
を
受
け
ろ
陳
に
「
退
職

所
得
の
受
給
に
関
す
る
小
生
評
」
を

提
出
し
な
か
っ
た
た
め
一
〇
％
の
税

率
で
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
人

で
、
そ
の
源
泉
徴
収
醜
紙
が
正
規
の

税
紙
よ
り
も
少
な
い
人
な
ど
は
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
け
【
ん
。

一
也
土
地
や
建
物
を

売
ら
れ
た
か
た
の
税
金

⊥
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の
利
益

（
駿
級
所
得
）
に
対
し
て
は
、
所
得

税
が
か
か
り
ま
す
。

。
こ
の
藤
波
所
得
に
か
か
る
所
得
税
の

申
告
や
納
付
は
、
売
っ
た
作
の
親
好

の
二
月
－
六
日
か
ら
　
月
－
白
日
ま

で
の
欄
に
両
生
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
小
菅
期
限
を
経
過
し
ま
す

と
、
加
算
金
や
延
縄
税
な
ど
、
余
分

の
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
は
必
ず
申
告

し
て
ト
さ
い
。

。
譲
渡
新
約
の
対
象
に
は
、
．
股
の
売

買
の
ほ
か
に
、
贈
与
、
交
換
、
収

用
、
競
売
、
公
売
、
代
物
弁
済
な
ど

も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
∵
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
中
生
な

ど
の
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

税
金
が
か
か
ら
な
く
は
っ
た
り
、
ま

た
は
、
安
い
税
金
で
す
む
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

C
譲
渡
所
得
の
訂
卯
や
申
告
の
．
」
鏡
な

ど
が
わ
か
ら
な
い
か
た
は
、
税
騎
薯

賢
所
税
担
当
で
、
い
っ
て
も
相
淡
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
∪
気
軽
に

お
た
ず
ね
ト
さ
い
。

な
お
、
i
i
地
や
建
物
を
売
ら
れ
た
方

で
ど
う
し
て
も
相
談
し
て
申
告
し
た

い
方
は
．
月
一
－
五
日
か
ら
　
月

・
i
L
日
ま
で
の
一
．
日
間
、
9
時
－
1
6

時
0
0
分
‥
違
質
町
公
艮
鮪
に
係
員

が
派
遣
さ
れ
ま
す
の
て
こ
利
用
上
き

◎
町
県
民
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で

用
県
民
税
の
両
生
に
つ
い
て
は
、
後

日
申
告
常
を
棚
人
あ
て
配
付
し
期
日
を

指
定
し
て
、
左
記
の
と
お
り
用
件
納
税

相
澱
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ

た
期
日
に
わ
い
で
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
所
得
税
の
磁
定
申
告

を
さ
れ
だ
か
た
は
、
町
県
民
税
の
申
告

の
必
放
校
あ
り
ま
せ
ん
」

‥氾

場
所
　
違
質
問
公
民
館
ホ
ー
ル

は
、
l
‖
∪

日
か
ら
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毎
年
、
狩
猟
期
間
が
終
っ
た
後
、
残

っ
て
い
る
「
た
ま
」
や
火
薬
類
及
び
猟

銃
等
の
保
管
の
不
適
切
か
ら
雄
性
、
小

牧
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

雄
性
、
郵
政
を
防
止
す
る
た
め
必
ず
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

銃
の
保
筒
滋
欄
が
あ
っ
て
も
カ
ギ
が

不
完
全
な
も
の
、
卸
の
緯
席
や
ト
ラ
ン

ク
に
改
植
し
て
い
た
も
の
が
離
籍
や
犯

卵
の
お
も
は
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

。
傑
締
般
伽
の
カ
ギ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
錠

な
ど
堅
固
は
も
の
に
す
る
。

o
錐
は
、
ク
サ
リ
銃
で
鮨
菓
す
る
。

。
分
解
で
き
る
銃
は
必
ず
分
解
す
る
。

。
銃
を
手
入
れ
し
た
あ
と
な
ど
は
、
必

ず
保
管
設
備
に
収
納
す
る
。

。
「
た
ま
」
は
、
銃
と
一
緒
に
保
篤
し

ない。

。
猟
銃
用
火
薬
類
は
2
月
1
5
日
ま
で
に

完
全
に
消
費
し
、
残
さ
な
い
よ
う
に

する。

。
実
包
保
管
廟
は
人
目
に
つ
か
な
い
安

全
な
地
所
に
と
り
つ
け
、
必
ず
施
錠

し
て
お
く
。

ネ
ズ
ミ
は
食
極
や
農
作
物
を
は
じ
め

と
し
て
経
済
的
な
韻
書
を
与
え
、
伝
染

縞
は
も
と
よ
り
食
中
溝
な
ど
各
種
の
舶

気
を
腺
介
し
、
衛
生
士
な
ら
び
に
生
活

韻
塊
に
悪
形
轡
を
お
よ
ぽ
し
て
い
る

が
、
過
去
の
強
力
な
駆
除
運
動
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
十
分
な
成
果
が

得
ら
れ
ず
人
間
の
三
倍
か
ら
五
倍
も
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
本
年
暖
に
お
い
て
も
県

下
一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
を
実
施
し
、

ネ
ズ
ミ
の
い
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
町

を
町
民
全
体
の
協
力
で
推
進
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
／紀

一
、
実
施
期
間
　
2
月
1
日
か
ら

2
月
2
8
日
ま
で

二
、
ネ
ズ
ミ
駆
除
を
実
施
さ
れ
る
方
は

薬
剤
を
紙
料
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す

の
で
、
役
場
の
保
触
衛
生
係
ま
で
、

ど
し
ど
し
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
剣
道
教
室
生

徒

募

集

、
会
鋤
∴
各
地
区
公
厨
館

二
、
時
間
∴
年
後
一
時
三
〇
分
よ
り

「
、
調
価
　
福
祉
事
務
所
柄
人
相
談
員

弾
圧
先
生

川
、
山
桜
（
予
定
）

叫
剣
道
教
室
は
現
在
五
〇
名
（
女
子

曲
名
）
が
毎
週
二
回
町
公
此
餅
で
け
い

C
に
は
げ
ん
で
お
り
ま
す
。
剣
道
を
や

っ
て
み
た
い
人
は
町
教
育
委
員
会
ま
で

氏
名
・
軍
令
・
経
絡
名
・
保
雄
署
名
を

記
入
し
て
申
込
ん
で
ド
き
い
。
小
写
生

以
上
な
ら
だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

会
賞
は
月
謝
、
後
援
会
費
で
月
千

円
、
入
会
金
五
百
円
で
す
。
開
始
時

期
は
、
4
月
か
ら
始
め
ま
す
。

剣
道
教
室
の
行
雄
と
し
て
は
宴
に
萩

中
け
い
こ
、
冬
に
襲
け
い
こ
を
実
施

し
、
級
の
認
定
試
験
を
一
年
に
一
曲
行

い
ま
す
。
そ
の
他
近
隣
の
市
町
の
剣
道

大
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

県
下
一
斉

ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

婦
人
支
部
学
級
開
催
の

お

知

ら

せ

加
入
学
級
は
、
中
火
に
お
い
て
享
習

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
末
端

に
抜
け
ろ
た
め
に
も
支
部
学
級
の
必
理

性
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
集
会
の
中
に
地
域
の
通
描
博

が
饗
な
わ
れ
、
地
域
づ
く
り
が
な
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

町
公
民
館
で
は
次
の
日
程
に
よ
り
各

地
区
で
支
部
学
級
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
と
出
席
を
お
願
い
し
ま

す。

※
上
－
横
に
つ
い
て
は
予
定
で
す
。
変
更

の
あ
る
吻
合
が
あ
り
ま
す
。

。
定
年
を
延
長
し
た

中
小
企
業
の
事
業
主

定
年
が
間
近
な
方
々

の
た
め
に

次
の
よ
う
な
新
し
い
酬
更

か
で
き
ま
し
た
の
で
、
く
わ

し
く
は
公
共
職
業
安
定
所
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＜
定
借
延
長
奨
励
金
制
度
V

l
、
支
給
対
象
事
業
主

中
小
企
業
で
朋
和
他
年
4
月
1
日

以
降
定
年
を
弱
才
以
上
に
引
き
－
げ

だ
担
業
主
。

2
、
支
給
額

定
年
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り

適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
労
働

薯
一
人
あ
た
り
一
作
延
長
す
る
こ
と

に
二
力
五
千
日
。

∧
定
年
退
職
間
職
業
調
習

職
業
細
線
剛
腹
V

l
、
実
施
半
休

ぐ
餓
葉
講
習
　
団
が
客
柵
守
校
な
ど
に

委
証
し
て
英
雄
（
通
出
潮
も
可
）

C
職
業
訓
練
　
飯
塚
、
八
幌
、
小
倉
総

合
品
等
職
業
訓
練
校

2
、
受
離
対
象
諸

道
句
退
職
予
定
者
の
う
ち
原
則
と

し
て
定
年
退
職
前
一
年
以
因
の
力

3
、
掘
削
・
訓
練
期
間

∴
年
以
内

4
、
人
撃
金
、
受
緋
料
（
教
材
費
を
含

む
）
は
閏
が
支
払
い
ま
す
。

5
、
受
講
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

6
、
受
講
で
き
る
職
椰

定
年
後
再
就
職
の
た
め
の
布
地
す

る
峨
椰

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
／

遠
卸
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
、
あ
な
た
の
お
持
ち
の
被
保

険
者
証
で
は
、
次
の
よ
う
な
掛
合
は
保

険
の
通
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し

そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
掛
合
は
、
使
用

さ
れ
た
あ
な
た
か
ら
邁
費
町
が
負
担
し

た
七
細
分
の
診
療
費
を
返
納
し
て
い
た

た
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
使

用
さ
れ
る
時
は
、
必
ず
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

一
、
交
通
部
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
。

∵
社
会
保
険
の
資
格
が
あ
る
が
、
ま

だ
社
会
保
険
証
が
で
き
て
な
い
場

合。

厚
生
課
保
健
縮
鈍
係
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－
今
月
の
説
金

固
定
資
産
税
　
第
四
期
分

納
　
期
　
限
　
二
月
二
十
五
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

野
焼
き
週
間
の

設
定
に
つ
い
て

良
質
米
隼
雄
の
一
損
と
し
て
、
冬

期
、
河
川
、
原
野
、
旺
畔
等
の
雑
堂
内

に
越
冬
し
て
い
ろ
稿
聾
虫
及
び
野
そ
撲

滅
す
る
た
め
、
左
記
の
と
う
り
野
焼
き

週
間
を
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
期
間
内

に
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ます。

1
ロ

一
、
野
焼
き
週
間

二
月
十
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で

二
、
実
施
者

各
防
除
組
合

⑨
実
施
者
は
一
－
日
的
迄
に
役
場
確
業
瀧

に
必
ず
届
出
て
く
だ
さ
い
。

休
耕
復
旧
田
の

対
策
に
つ
い
て

今
年
か
ら
休
耕
刑
の
奨
励
金
（
転
作

田
を
除
く
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雑
草
の
繁
茂
し
て
い
る
印
は
、
今
す

ぐ
雑
草
を
焼
き
、
耕
超
し
て
充
分
管
理

し
て
下
さ
い
。

母
子
（
寡
婦
）
福
祉
資
金

貸
付
の
お
知
ら
せ

母
子
（
寡
婦
）
家
庭
に
対
し
て
黛
付

さ
れ
る
左
記
貸
付
金
の
剛
和
4
8
笹
度
第

5
回
及
び
昭
和
約
年
度
第
1
回
の
貸
付

画
調
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
喬

聖
者
は
役
場
厚
窮
課
福
祉
係
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。‥氾

①
就
学
（
凱
蛾
）
支
度
資
金

⑤
修
学
（
修
業
）
資
金

⑧
技
能
溜
総
資
金
、
⑪
生
活
資
金

◎
申
込
み
期
限

①
は
2
月
2
0
日
ま
で
、
⑤
④
④
は
3

月
1
5
日
ま
で
。

子
宮
ガ
ン
の
集
団
検
診

実
施
の
お
知
ら
せ

わ
が
国
で
は
子
宮
が
／
で
好
雄
六
千

人
以
上
の
人
が
死
亡
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
ン
の
芽
は
・
え
は
無
癖
状
で
す
。

油
断
し
て
い
る
と
知
ら
な
い
う
ち
に

進
行
す
る
の
で
す
。

し
か
し
、
子
宮
ガ
ン
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
れ
ば
、
一
〇
〇
％
な
お

せ
る
病
気
な
の
で
す
。

三
十
五
才
以
」
の
姐
人
は
進
ん
で
千

塙
ガ
ン
の
媒
囲
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

ーつo実
施
日
時
一
二
月
」
－
十
円

1
0
時
～
Ⅱ
時
0
0
分
ま
で

実
施
助
新
　
進
質
叫
公
拭
飢

料
　
　
金
　
九
〇
〇
門

主
∴
∴
胱
－
議
薄
紅

福
間
県
対
ガ
ン
協
会

申
込
み
に
つ
い
て

検
診
希
望
者
は
三
月
1
九
日
ま
で

に
、
料
金
九
〇
〇
円
を
添
え
役
坊
保
健

衛
生
係
に
申
込
み
下
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
日
の

お

知

ら

せ

今
月
の
心
配
こ
と
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
交
通
雄
故
、

家
庭
の
問
題
、
人
権
関
越
、
そ
の
他
日

軟
心
配
こ
と
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
相

談
に
お
い
小
く
だ
き
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

。
日
時
　
二
月
二
十
∵
〓
（
金
、
－

生
点
間
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で
。

老
人
ホ
ー
ム

遠
賀
静
光
園
の
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

1
職
郡
、
採
用
人
員

栄
遜
士
一
名

2
受
験
資
格

酬
和
2
5
年
4
月
2
日
か
ら
綿
布
4
月

1
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
女
子
で
、

氷
嚢
士
の
資
路
を
有
す
る
諸
。

3
受
付
潮
間

2
月
2
0
日
か
ら
3
月
9
日
ま
で

4
お
聞
合
せ
、
職
種
の
諏
求
は
左
紬
に

し
て
く
だ
さ
い
。

違
賞
助
士
別
府
八
九
二

裳
愁
老
人
ホ
ー
ム
遠
視
離
光
閏

請
託
3
－
0
1
2
5

保
母
試
験
実
施
の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
補
間
県
保
母
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
験
希
割
箸
は
、

役
場
龍
4
凍
祇
祉
係
に
詳
細
を
お
討
ね

く
だ
さ
い
。

。
受
付
期
限
　
二
月
1
六
日
ま
で

。
試
験
期
日
一
二
月
五
、
六
、
L
日

。
試
験
場
所
　
祇
岡
部
四
区中
村
学
園

東
京
学
生
寮
の
入
寮
生

募
集
に
つ
い
て

相
聞
法
人
補
洲
根
調
和
紀
念
奨
学
会

の
東
水
草
作
品
廉
の
咽
和
4
9
年
度
入
無
位

の
舞
集
の
受
付
が
3
月
1
5
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
兎
梨
者
は
在
告
畦
へ
用
心
み

く
た
き
い
。

1
英
－
当
山
寮
（
男
子
）
3
3
名
舞
焦

来
患
部
目
黒
区
水
間
一
－
円

2
筑
紫
諒
（
互
つ
十
）
　
約
1
0
名
募
集

菓
京
都
中
野
床
中
央
3
1
日

3
申
込
等
の
述
繊
光

申
込
譜
は
英
数
5
0
円
を
添
え
返
信
用

封
筒
に
2
5
円
切
手
を
貼
っ
て
福
岡
市

中
央
区
天
神
一
十
日
県
庁
民
生
部
婦

人
旧
道
課
内
（
肘
）
福
岡
県
離
和
記

念
奨
学
会
に
甜
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
稲
0
－
2
・
時
・
1
1
1
1
）

寄
　
付
　
お
　
礼

次
の
カ
か
ら
町
社
会
柿
祉
協
機
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
、
香
典
避
し
と
し
て
金
一
封

放
　
水
士
シ
ズ
子
様

広
∴
漉

敵
∴
柴
田
　
昌
殴
様

今
古
狐

板
一
回
　
子
吉
様

浅
∴
本

牧
　
入
江
　
　
修
糠

鬼
∴
津

牧
　
太
田
ス
キ
ノ
嫌

鬼
　
津

赦
　
佃
野
∴
∴
搾
磁

別
∴
府

福
岡
県
立
北
九
州
盲
学

校
の
入
学
者
募
集
案
内

現
在
、
北
九
州
汗
撃
破
で
は
約
年
度

の
入
学
者
（
小
学
瀞
、
中
半
部
∴
‥
同
等

淘
）
を
舞
寝
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
、
当
校
（
八
肺
区
巳
粂
）
　
に

お
討
ね
く
だ
さ
い
。

電

話

　

6

5

1

・

5

4

1

9


